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──　中国人消費者の傾向は？
　SNSから成分情報を容易に入手できる

分、製品やブランド名ではなく、より具

体的な成分名を検索する人が増えている。

また、ショートビデオ型のSNSも流行って

おり、消費行動に大きな影響を与えてい

る。淘宝アプリでは、ショッピング用

SNSチャネルを設けており、投稿から、

自身の憧れのライフスタイルを発見

し、国内外の理想の商品を購入するこ

とができる。

──　SDGsの意識は高い？
　サステナブル性は、中国でも商品選

択に大きく影響している。特に若年層

は、この傾向は強い。例えば、若者か

ら高く支持されるプロバイオティクス

ブランド「inner health」は、自社工場

の屋上に太陽光パネルを設置し、生分

解可能な包装材や、リサイクル可能な

ボトル容器を積極的に導入している。

──　今後の取組みは？
　天猫国際では、今年7月に「善玉菌」

に関するグローバルサプライチェーン

を発足した。ネスレヘルスケア、IFF、

ノボザイムズなど約20の海外ブランド

が参加し、3年間以内に、1,000以上の

新商品が展開される予定だ。プロバイ

オティクスによる健康管理は胃腸ケアだ

けでなく、オーラルケア、スキンケアな

ど訴求点が広い。天猫国際では、今後も

プロバイオティクスの重要性を啓蒙して

いく。

　また、これまで輸入商品の包装は外国

語で記載されており、商品の用法・容量、

成分名などが分かりづらいという欠点が

あった。先月のダブルイレブンでは、海

外ブランドと連携し、中国語訳の説明書

を商品に同封するサービスを開始した。

──　中国で人気の成分・訴求点は？
　中国では、細胞レベルのエイジング

ケア成分として、NMNの前駆体NAD

＋、酸化還元酵素の補酵素PQQ、体細

胞を構成するリン脂質の一種PS等が

注目を集めている。健康食品分野で

は、アントシアニジン、ヒアルロン酸、

アミノ酸、乳酸菌等の成分が好まれ

る。腸活への関心が高く、プロバイオ

ティクスによる健康管理、抗肥満、脂

肪吸収抑制などが注目されている。乳

酸菌では、Pylopass、B420の認知度が

高い。またOTC分野では、ミノキシジ

ル等の育毛成分も人気だ。

──　人気のある商品・ブランドは？
　日本ブランドでは、ファンケルの年代

別・男女別のパーソナライズサプリ、医

食同源ドットコムの酵素サプリが人気だ。

また、久光製薬のサロンパス、参天製薬

の目薬、フォモミのカラーコンタクト等

も売れている。

　海外ブランドでは、複合ミネラルや美

容 サ プ リ を 取 扱 う オース ト ラ リ ア の

「Swisse」。細胞レベルのエイジングケア、

子ども向けサプリなど複数のサブカテゴ

リーを設け、消費者の心つかんでいる。

　天猫（Tモール）、淘宝（タオバオ）な
どを運営する中国ネット通販の雄・ア
リババ。年間アクティブユーザーは10
億人を超える。また、越境ECプラット
フォーム「天猫国際」では、日本企業を
含む海外ブランドを積極的に誘致して
おり、今年の「独身の日セール」に
は、約29万ブランド、1,700万品
以上の商品が出品された。天猫国
際、医薬保健部門リーダーの王紅
梅氏に話を聞いた。

均売上高は前年比15％増の1,000万円超。

中小企業の出品割合が拡大している。

　また、2010年〜2021年にかけてAmazon

は、日本市場に対して4.5兆円以上の直接

投資を行っており、物流・配送拠点の増設、

ロボット導入などを推進。21年単年の投

資額は、1兆円以上まで拡大している。

　米EC大手のAmazonは11月21日、「Amazon 

Economic＆Community Impact Report」を発

刊した。日本市場に参入した2000年から

現在までの投資状況、モール出品者の傾

向、サービスの変化などを取りまとめた

もの。

　レポートによると、同社ECモールには、

約15万社の日本企業が出品し、21年の平

サプリメントして展

開する。チキンとフ

ィッシュ風 味 の ペー

ストタイプで、嗜好

性にも優れている。

　同社では、「ペット

の腸活を始めたい人、

糞便の臭いを軽減し

たい人、安心できる

ものを与えたい人などにおススメしたい」

としている。

　㈱ニナファームジャポン（東京都港区、

☎03-3593-2727）は11月1日、犬・猫用サ

プリメント『モン コパン ジュレ』（税込

3,960円、10g×20包）を上市した。モンコ

パンとは、フランス語で「友達」の意。オ

リーブ葉、ローズマリー葉、黒インゲン

豆を組み合わせた発酵由来成分「オキシリ

ア」のほか、ぬか床から採取した植物性乳

酸菌「ラクトバチルスファーメンタム403

菌」、緑茶抽出物、キトサンなどを配合し、

原材料にこだわったヒューマングレード

から地上波、BS、CS放送

各局で放送され、好評を

博した。同社の金井貴義

社長は、「売れるものを作

るのではなく、本当に良

いものを届けたいという

想いから、通販事業に取

り組んできた。目先の利益よりも目の前

のお客様にいかに満足して頂くかという

ことを第一に、今後も酵素製品を提供し

ていきたい」としている。

　㈲野草酵素（東京都渋谷区、☎03-6628-

4318）は、21年度通販売上高（21年10月〜

22年9月）が約130億円となった。インタ

ーネット広告の規制強化、物流・原材料

コストの上昇などの影響もあり、前年に

比べて伸長率はやや鈍化したが、堅調な

売上をキープした。

　主力商品の『野草酵素』（写真）は、累計

販売本数が830万本を突破。開発者である

近藤堯氏の一生を綴ったドラマインフォ

マーシャル「妙高のたからもの」は、今春

アマゾン、日本企業15万社が出品
21年平均売上15％増に

ニナファームジャポン、「オキシリア」配合のペットサプリ発売

野草酵素、売上約130億円をキープ
『野草酵素』累計830万本突破

アリババ越境EC医薬保健部門リーダー　
王紅梅氏特別インタビュー
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働きが期待されている。

　現在、化粧品業

界では真皮をター

ゲット に し た 美 白

戦略がトレンドと

なって い る。 真 皮

の線維芽細胞が美

白に重要であるこ

とが大きく注目されている。線維芽細胞

はメラニン生成抑制因子を出すことが分

かっているが、線維芽細胞の働きには肌

の表皮と真皮の間に存在する基底膜を強

靭にする働きもある。また、肌の弾力に

はコラーゲンやヒアルロン酸などのECM

が関与しており、それらを産生する線維

芽細胞が肌のハリを維持するためのカギ

を握る。インナーケアにおいては、プロ

テオグリカンの経口摂取により、線維芽

細胞のコラーゲン産生促進作用、線維芽

細胞のヒアルロン酸産生促進作用、線維

芽細胞の増殖促進作用が確認されており、

ヒト試験ではプロテオグリカンの2週間の

摂取により肌の弾力性が向上したという

試験結果も確認されている。プロテオグ

リカンは、線維芽細胞の増殖とECMの産

生を促進する作用を持っており、美肌成

分を生み出す為の有効な成分であること

が示唆された。

　あまり知られてい

ないが、プロテオグ

リカンはコラーゲン

やヒアルロン酸と並

ぶ生体成分の一種。

もともと高額な素材

であったが、弘前大

学と青森県の角弘の共同研究によりサケ

鼻軟骨から抽出する技術が確立され、一

丸ファルコスが工業化に成功。以降、化

粧品や健康食品、サプリメントなどに応

用できるようになった。

　プロテオグリカンには線維芽細胞増加

促進や、ヒト皮膚細胞の増殖能促進、Ⅰ

型コラーゲン・ヒアルロン酸の産生促進

作用がある。経口摂取することで肌たる

みの改善、シワ改善、弾力改善を確認し

ている。食品向け原料の『プロテオグリカ

ンF』を用いた試験では、低用量となる

5mgを2週間という短期間摂取により、有

効性を確認。機能性表示食品では、プロ

テオグリカン供給メーカーで唯一、「肌の

弾力」をテーマに受理実績を持つ。

　サケ鼻軟骨由来プロテオグリカンに関

する研究については現在80件以上が報告

されているが、そのうち約50件に当社が

関わっている。また、これまで関節への機

能性研究が多かったが、美肌作用を中心

とした美容分野での研究も活発化してい

る。細胞に働きかける肌ケアは今後のト

レンドと考えており、美容向け食品やサ

プリメントへの採用拡大を期待している。

　 人 生100年 時 代、

いかに若々しく過

ごしていくかが重

要なテーマとなり、

そこで注目されて

いる考え方が「ペー

スオブエイジング

（pace of aging：POA）」。老化のペースに

は個人差があることが研究によりわかっ

てきた。老化ペースは、遺伝的要因は3割

程度で環境要因に依存する割合が大きい。

そのため、POAはコントロールすること

が可能で、決め手となるのが細胞の活性

化。細胞を活性化することが美肌を保つ

ための重要な要素と考えられている。

　肌の深いシワやほうれい線は肌のたる

みにより引き起こされるが、たるみの原

因は真皮層の細胞外マトリクス（ECM）が

減少し、弾力が衰えるため。加齢により

ECMの構成成分となるコラーゲン、エラ

スチン、ヒアルロン酸、プロテオグリカ

ンが減少するだけでなく、それらを産生

する真皮の線維芽細胞も減少してしまう。

　プロテオグリカンは真皮のECMにも含

まれるとともに、線維芽細胞を増やす作

用が確認されている。そのため、プロテ

オグリカンの摂取により、たるみを根本

から解決して肌の弾力を維持するという

　日本コエンザイムQ協会（東京都港区、

☎03-3444-5418）は11月19日、東京工科大

学で「第19回研究会」を開催した。

　東京都健康長寿医療センター研究所の

井上律子氏は、「加齢に伴うマウス運動機

能低下と水溶化CoQ10補充による改善メカ

ニズム」と題して講演。中年マウスに水溶

化CoQ10を飲水投与した試験で、運動機能、

脳ミトコンドリア機能、一次運動野にお

ける加齢性低下を、若年マウスレベルま

で回復したことを報告。「加齢に伴う運動

機能の低下の改善・予防において、CoQ10

は、実用的なアンチエイジング薬になる

かもしれない」と述べた。

　㈱カネカの久保博司氏は、経口摂取し

た還元型CoQ10と酸化型CoQ10が、それぞ

れ消化管管腔内および小腸組織中でどの

ような状態で存在するかを検証したマウ

ス試験について報告。還元型、酸化型と

もに、大部分がそれぞれ摂取時の状態で、

小腸管腔内末端まで到達し、その状態の

まま小腸組織に吸収されたという。同氏

は、「還元型と酸化型の経口吸収性の違い

は、小腸上皮細胞からリンパ管への移行

のしやすさに主に起因している可能性が

考えられる」と言及した。

　このほか、「長期CoQ10量低下細胞株に

おける外因性CoQ10の取り込み」（東京工科

大学応用生物学部・菅原響介氏）「リボフ

ラビン化合物によるコエンザイムQの還

元」（東京工科大学応用生物学部・永瀬翠

氏）などの研究発表が行われた。

CoQ10、運動機能と
脳ミトコンドリア機能を改善

日本コエンザイムQ協会

ハリある肌の維持に、細胞に働きかけるインナーケアを
内側から美肌成分を生み出すプロテオグリカンの可能性

　プロテオグリカン素材事務局は11月9日、プロテオグリカンに関するメディア向
けセミナーをオンラインで開催。「インナーケア最前線！肌のハリは真皮の細胞から
作る時代へ〜内側から美肌成分を生み出す「プロテオグリカン」の可能性〜」と題し、
3人の講師が美肌への作用に関するプロテオグリカンの有用性を紹介した。

エイジングケア連
載

肌年齢を決めるのは内側のハリ
細胞に働きかけるインナーケア
ウォブクリニック中目黒 総院長

髙瀬聡子氏

美肌成分を生み出す
真皮と線維芽細胞
岡山理科大学生命科学部生物科学科 教授

安藤秀哉氏

美肌成分を細胞から生み出す
注目成分「プロテオグリカン」
一丸ファルコス㈱ 開発部開発3課

ワイズ里沙氏


